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【令和５(2023)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であるが、 

概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 従来の X 線集光では、２枚の直交配置されたミラーによって水平及び垂直方向の集光が行われてき

たが、X 線ミラーへの僅かな入射角度誤差により大きなコマ収差が発生していた。本研究では、このコ

マ収差の発生を極めて効果的に抑制できる凹凸複合ミラー光学系を新規に提案する。さらに、波動光学

を駆使した補償光学に基づく波面の精密制御を行うことによって、コヒーレント X 線の極限サイズ

(10nm 以下)のナノビームを実験に供しうるロバスト性を有する光学系において実現する。最終的に

は、極限集光の X 線を用いて、X 線領域における高次非線形光学現象の観察を試みる。 

（意見等） 

 コマ収差の低減と波面の精密制御の２手法で課題に挑戦する計画だが、既に目標とする 10 nm 以下

のナノビームの形成は確認できており、中間評価時点で従来技術を大きく上回る新技術が創成された

と評価できる。令和５年度中に目指す光学系の完成の確度も十分に担保されている。一方で、得られた

ナノビームを用いた実証的な強光子場実験として「高次非線形光学現象の観察」が挙げられているが、

どのような観察を行うのか具体化が必要である。 


